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1.政 治 団 体 の 名 称

3.代 表 者 の 氏 名

金子 恵美
4.会 計 責 任 者 の 氏 名

中川 誠一郎
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(平成 年 月 日開催分)

政治団体の区分

2.主 た る事 務 所 の所 在 地

福島市泉字泉川34-1

[:=コ 政 党

〔:コ 政党の支部

[:::コ 政治資金団体

政 治資金 規正法 第18条 の2=
第1項 の規定による政治団体

[:玄:コ その他の政治団体

[:::コ その他の政治団体の支部

/受 塗
マ担当者の氏名)

来 山 佳 子 ・

資金管理団体の指定の有無 活動区域の区分

[立 コ 有[=コ 無

公職の種類 衆議院議員(現 職)

[ヱ コ2以 上の都道府県の区域等

[:::コ 同一の都道府県の区域内
rl
3a620

収支公膿 一甥
03-3508-7476、

資 金 管 理 団 体

署届謝集し毫 金子 恵美

国会議員関係政治団体の区分

政治資金規正法第19条 の7第1項
[:Z:コ 第1号 に係る国会議員関係政治団体

ロ コ 肇欝耀講萎轟 繧謡体

誇職艇賄童 金子 恵美
{

資金管理団体の指定の期間

}(収 受 欄)　 　… ～一

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

公職 の種 類 衆議院議員(現 職)
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}
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団体番号 審査記帳 入 力 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間
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甕 雪

(そ の2)

収 支 の 状 況

ユ 収支の総括表

収 入 総 額 5,021,999

(前年からの繰越額) 561,999

(本年の収入額) 4,460,000

支 出 総 額 4,116,952

翌 年 へ の 繰 越 額 905,047

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人 の負 担す る党費又は会費.

金 額

員 数

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 4,460,000

(うち特定寄附)

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0

小 計(ア)十(イ)十(ウ) 4460000,,

(寄附0)う ちあっせんに よるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア 十イ) 4,460,000

注1)同 一の者からの寄附(イ に該当する吏)のを除く。)で 、その金額の合計額が、年間5万 円を超えるものについては(そ の7)の 内訳欄に、その寄附を
した者の氏名、住所及び職業並びに金額及び年月 日を記載 しなければなりません。なお、租税特別措置法第41条 の18の 適用を受けようとする場合は、そ
の金額にかかわらず同 じく内訳欄の記載が必要です。以上に該当 しないものは、(そ の7)の 「その他の寄附」欄にまとめて記載 してください。

注2)イ に該当する寄附について(そ0)9)に 同一の 日に同一の場所で受けた寄附 ごとに、その金額の合計額並びに年月 日及び場所を記載 してください。
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(そ σ)7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 個 人

寄 付 者 の 氏 名 金 額 年月 日 住 所 職 業 備 考

金子 恵美 1,000,000 29.1.31 福島県伊達市保原町字旭町91 衆議院議員

金子 恵美 1,000,000 29。4.25 福島県伊達市保原町字旭町91 衆議院議員

金子 恵美 1,000,000 29.7.25 福島県伊達市保原町字旭町91 衆議院議員

金子 恵美 1,000,000 29.9.4 福島県伊達市保原町字旭町91 衆議院議員

金子 恵美 400,000 29.12.21 福島県伊達市保原町字旭町91 衆議院議員

こ の 頁 の 小 計 4,400,000

注)個 人か らの寄附の うち、特定寄附にっいては、例えば、甲野太郎(公 職の候補者)が 当該資金管理団体の届出をした者である場合、 「寄附者の氏名」欄に
「(特)甲 野太郎」とい うように記載すること。

(特定寄附とは、公職の候補者が政党から受けた政治活動に関する寄附の全部又は一部をその資金管理団体に寄附することをいいます。)

そ の 他 の 寄 附 60,000

合 計 4,460,000



(そ の圭3)

3.支 出項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出の総括 表

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費

【億 藍1万 千 円

0

(2)光 熱 水 費 45,571

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 550,951

(4)事 務 所 費 2,939,270

小 計 3,535,792

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費
526,390

(2)選 挙 関 係 費 0

(3)讐 舅 稚 募 睾 輩 藝

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費

イ 宣 伝 事 業 費

ウ 政治資金パーティー開催事業費

工 そ の 他 の 事 業 費

剛 簡

0
閉w

51,840

0

0

　 ～

一

小 計((3)ア ～ エ) 51,840

(4)調 査 研 究 費 2,930

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0

(6)そ の 他 の 経 費 0

小 計 581,160

合 計 4,116,952
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(そ の14)

(2)経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 光熱水費

支 出 の 目 的
Q件 当た り1万円超の もの)

金 額 年 月 日
支出 を受 け た者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出

(1件 当たり1万 円以下の もの〉 45,571

合 計 45,571

注)こ の様 式は、資金管理団体及てメ国会議員関係政治団体が、経常経費の うちの、光熱水費、備 品 ・消耗品費、事務所費 について作成す ること(人 件費は
作成不要)。

「項 目別区分」欄 には、f光 熱水費」、 「備 品 ・消耗 品費」、 「事務所 費」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す ること。

「支出の 目的」欄には、当該支出の 目的を 「電気代」、 「コピー用紙購入代」、f事 務所家賃」 とい うよ うに具体的 に記載す るこ と。
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(そ の14)

(2)経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目別区分 備品 ・消耗品費(消 耗 品費)

支 出 の 目 的
(1件 当た り1万円超のもの)

金 額 年 月 日
支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 け た者 の住所
(団体にあっては、霊たる事務飯の所在地) 備 考

点字プ レス代 17,200 29.1.13
特定非 営利 活動 法人 ス トロー クセ ンター 福島県福島市岡部字当木103

事務用晶代 14,003 29.2.8 麻布食品(株) 東 京都 港 区麻布 台2-2-1

点字プ レス代 17,200 29.2.14 特 定非 営利 活動 法人 ス トロー クセ ンター 福島県福島市岡部字当木103

事務用品代 15,243 29.4.27 麻布食品(株) 東 京都 港 区麻布 台2-2-1

名刺印刷代 18,662 29.6.30 (株)山 川印刷所 福島県福島市庄野宇清水尻1-10

点字プ レス代 10,320 29.7.4 特 定非 営利 活動 法人 ス トロー クセ ンター 福島県福島市岡部字当木103

事務用品代 14,256 29.7.6 麻布食品(株) 東 京都 港 区麻布 台2-2-1

名刺印刷代 17,280 29.7.28 (株)山 川印刷所 福島県福島市庄野字清水尻1-10

名刺印刷代 12,960 29.7.31 (株)日 進堂印刷所 福島県福島市庄野字柿場レ1

事務用品代 15,920 29.9.5 麻布食品(株) 東京 都港 区麻布 台2-2-1

名刺印刷代 10,800 29.9.21 (株)日 進堂印刷所 福島県福 島市庄野字柿場1-1

名刺印刷代 21,600 29.11.24 (株)日 進堂印刷所 福島県福 島市庄野字柿場1-1

こ の 頁 の 小 計 185,444

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下の もの)
226,109

合 計 411,553

注)「 項 目別区分j欄 には、 「組織活動 費(大 会費〉」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す る こと。

「支出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的を 桧 場借上費」、 「弁 当代 」、Fタ クシー代」 とい うように具体的に記載す るこ と。



(その14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳
、

項 目別区分 備品 ・消耗品費(定 期購読料)

支 出 の 目 的
(1件当た り1万円超の もの)

金 額 年 月 潤
支 出を受 け た者 の氏名
(団体にあっては、そ0)名称)

支 出 を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地〉

備 考

新聞購読料 16,888 29.1.13 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2喝 一8

新聞購読料 16,888 29.3.23 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2-6-8

新聞購読料 16,888 29.5.22 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2-6-8

新聞購読料 16,888 29.7.20 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2-6-8

新聞購読料 16,888 29.9.20 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2-6-8

新聞購読料 11,360 29.11.14 (株)全 販 東京 都 千代 田区一 ツ橋2-6-8

こ の 頁 の 小 計 95,800

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下のもの)
43,598

合 計 139,398

注)「 項 目別 区分 」欄 には、 「組織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す るこ と。

「支 出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的 を 「会場借 上費」、 「弁 当代」 、 「タクシー代 」 とい うよ うに具体的 に記載す ること。
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(そ の14)

(2)経 常 経費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費 ・(賃 借料)

支 出 の 目 的

(1件当た り1万円超のもの)
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の藤在地) 備 考

事務所家賃 33,000 29.1.26 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.2.24 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.3.31 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.4.28 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106ヨ

事務所家賃 33,000 29.5.30 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.6.30 (有)禅 福島県伊達市保原町宇東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.7.28 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.8.31 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.9.25 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.10.31 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

事務所家賃 33,000 29.11.25 (有)禅 福島県伊達市保原町宇東野崎106畦

事務所家賃 33,000 29.12.27 (有)禅 福島県伊達市保原町字東野崎106-1

こ の 頁 の 小 計 396,000

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下のもの) 66,960

合 計 462,960

注)「 項 貝別 区分」欄 には、 「組織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記 載す るこ と。
「支 出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的をF会 場借 上費」、 「弁 当代」、 「タクシー代 」 とい うよ うに具体的 に記載す ること。



(そ の14)

(2>経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 ・ 項 目別区分 事務所費(通 信費)
㌧ 、

支 出 の 目 的
(1件 当た り1万円超のもの)

金 額 年 月 日
支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 け た者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地〉 備 考

レタ ックス代 229,696 29.1.31 日本郵便(株) 東 京都 千代 田 区霞 が 関1-3-2

レタ ックス代 233,840 29.2.27 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

レタ ックス代 191,216 29.3.30 濁本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

レタ ックス代 228,788 29.4.27 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

レタ ックス代 184,470 29.5.30 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

レタ ックス代 189,440 29。6.29 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

電話料金 17,632 29.7.19 NTTフ ァイナ ンス(株) 東 京都 港 区港南1-2-70

レタ ックス代 166,944 29.7.28 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

電話料金 31,946 29.8.17 NTTフ ァイナンス(株) 東 京都 港 区港南1-2-70

レタ ックス代 129,648 29.8.30 日本郵便(株) 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

電話料金 13,826 29.9.19 NTTフ ァイナ ンス(株) 東 京都 港 区港南1-2-70

レタ ックス代 51,600 29.9.25 日本郵便(株) 東京 都 千代 田区霞 が関1-3-2

レタ ックス代 77,552 29。10.31 日本郵便(株) 東京 都 千代 田区霞 が関1-3-2

レタ ックス代 55,056 29.11.29 日本郵便(株) 東京 都 千代 田区霞 が関1-3-2

レタ ックス代 100,640 29.12.27 日本郵便(株) 東京 都 千代 田区霞 が関1-3-2

こ の 頁 の 小 計 1,902,294

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下の もの)
377,824

合 計 2,280,118

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す るこ と。

「支 出の 目的」欄 には、当該支 出の 目的 を 「会場借上費 」、 「弁 当代」、 罫タクシー代」 とい うように具体的 に記載す るこ と。
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(そ の14)

(2)経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目別区分 事務所費(事 務管理費)
、

支 出 の 目 的

(1件 当た り1万円超のもの)
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

コピー機保守サー ビス料 16,266 29.1.23
キ ャノ ンマー ケテ ィン グジ ャパ ン(株) 東 京都 港 区港 南2-16-6

政治資金監査、報告書作成費 50,000 29.2.7 石川金吾税理士事務所 福島県伊達市保原町字4-11

NHK放 送受信料 12,730 29.2.27 日本放送協会 東 京都 渋谷 区神 南2-2-1

コピー機 保守サー ビス料 15,882 29.3.21 キ ャノ ンマーケ テ ィング ジャパ ン(株) 東京都港区港南2-16遍

コピー機保守サー ビス料 13,260 29.4.21 キ ャノ ンマーケ テ ィング ジャパ ン(株) 東 京都 港 区港 南2-16-6

コピー機保 守サー ビス料 14,400 29.5.22 キ ャノ ンマ ーケ テ ィング ジャパ ン(株) 東 京都 港 区港南2-16-6

コピー機保 守サー ビス料 15,927 29.6.21 キ ャノ ンマ ーケ テ ィング ジャパ ン(株) 東 京都 港 区港南2-16-6

コピー機保 守サー ビス料 10,220 29.7.21 キ ャノ ンマ ーケ テ ィング ジャパ ン(株) 東 京都 港 区港南2-16-6

NHK放 送受信料 12,730 29.8.28 日本放送協会 東 京都 渋谷 区神 南2-2-1

こ の 頁 の 小 計 161,415

そ の 他 の 支 出
Q件 当たり1万円以下のもの) 34,777

合 計 196,192

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す るこ と。

「支 出の 目的」欄 には、当該支 出の 目的を 「会場借上費」、 「弁 当代」 、 「タクシー代」 とい うよ うに具体 的に記載す ること。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目別区分 組織活動費(行 事 ・会議費)

支 出 の 目 的

(1件当た りヱ万円超の もの)
金 額 年 月 日

支出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、そσ)名称)

支 出 を受 け た者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

こ の 頁 の 小 計 0
"

そ の 他 の 支 出

(1件当た り1万 円以下の もの) 4,820

合 計 4,820

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組織活動費(大 会費〉」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す るこ と。

「支 出の 目的 」欄 には、 当該支 出の 目的 を 「会場借 上費 」、 「弁 当代」、 「タクシー代」 とい うよ うに具体的 に記載す る こと。
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(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項目別剛 繍 濁 費(旅 費交通費)

支 出 の 目 的
(1件 当た り1万円超の もの)

金 額 年 月 日
支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下のもの)
145,070

合 計 145,070

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組 織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す ること。

「支出の 目的」欄 には、当該支出の 目的 を 「会場借 上費」、 「弁 当代 」、 「タクシー代」 とい うよ うに具体的 に記載 す るこ と。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目別区分 組織活動費(渉 外費)
一

支 出 の 目 的

(1件当た り1万円超の もの)
金 額 年 月 日

支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下σ)もの)
126,000

合 計 126,000

注)順 目別 区分」欄 には、 「組 織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す ること。

「支出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的 を 「会場借 上費」 、 「弁当代 」、 「タクシー代 」 とい うよ うに具体 的に記載す るこ と。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目別 区分 組織活動費(交 際費)

支 出 の 目 的

(1件 当た り1万円超 のもの)
金 額 年 月 臼

支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住 灰
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出
G件 当たり1万円以下のもの)

250,500

合 計 250,500

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組 織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載 す るこ と。

「支 出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的 を 「会場借上費 」、 「弁当代」、 「タクシー代 」 とい うよ うに具体的 に記載す る こと。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目別区分 宣伝事業費(宣 伝広告費)

支 出 の 目 的

(王件当た り1万円超の もの)
金 額 年.月 日

支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

ホー ムペー ジ管理 費 51,840 29.2.7 (株)AIシ ステ ム 福島県福島市笹谷字清水18-7

こ の 頁 の 小 計 51,840

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下の もの〉
0

合 計 51,840

注)「 項 目別 区分」欄 には、 「組 織活動費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目ま で記載す ること。

「支出の 目的」欄 には、当該 支出の 目的 を 「会場借 上費」、 「弁 当代j、 「タクシー代」 とい うよ うに具体的 に記載 す るこ と。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目別 区分 調査研究費(調 査費)

支 出 の 潤 的

(1件 当た り1万円超のもの)
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り1万 円以下のもの)
2,930

合 計 2,930

注)「 項 目別 区分 」欄 には、 「組織活動 費(大 会費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記 載す るこ と。

「支 出の 目的 」欄 には、 当該支 出の 目的 を 「会場借 上費」、 「弁 当代」 、 「タクシー代」 とい うよ うに具体的 に記載す る こと。



(そ0)17)

1

資 産

資産等の総括表

等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 画

イ 建 物 口 画

ウ
建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借

権
口 訪

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 画

オ 預 金(普 通預金 及び 当座預金 を除 く。)若 しくは貯金(普
通 貯金 を除 く。)又 は郵便貯金(通 常郵便貯 金 を除 く。 ) 口 画

カ 金 銭 信 託 [コ 画

キ 有 価 証 券 目 画

ク 出 資 に よ る 権 利 口 画

ケ 貸付先 ごとの残 高が100万 円 を超 え る貸 付 金 口 立

コ 支 払 われ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 画

サ 取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関する権利 口 感

シ 借入先 ご との残 高が100万 円 を超 え る借 入 金 口 画
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(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添のとお り)

① 領収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

③ 政治資金規正法監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 した ものであって、真実に相違 あ りません。

平成30年`月2ε 日

政治団体の名称 徳 恵 会

会計責儲 の氏名 中川 誠一郎 働

代表者の氏名(解散団体のみ)㊥

(備考)1「 会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名とし、署名は必ず会計責任者本人が自署す ること。
2解 散に伴 う収支報告書の場合については、代表者であった者の記名押印又は署名が必要であ り、署名は必ず代表者本人が自署すること。
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政治資金監査報告書

平成30年5月15日

碕

徳 恵 会

嗣
代表 金子恵美 殿

灘 攣 鷺婬綿
研修修了年月 日 平成21年10月16日

の
∵

,

1 監査の概要

(1) 私 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の

規定に基づき、徳恵会の平成29年 にかかる第12条 第1項 に規定す
監

る収支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当

該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難

かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支

出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。)に つ いて、支 出に関

す る政治資金 監査を行った。 、

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定 める ところに よ り

政治資金適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」

○ (3)

(以下 「政治資金 監査 マニ ュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

私 の 責任 は、外 部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の

会計責任者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係

民げ る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細

4
書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出目的書について、政治資金

監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することに

あ る。

(4) この政治資金監査は、徳恵会の主たる事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 につい て、会計帳簿、
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、

明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書が保存され

一 一 一 一 　 　 -1

ミ

1

ていた。振込明細書に係 る支出 目的書は存在 しなかった。
、

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 につい て、会 計帳簿に

は、当該国会議員関係政治団体に係 るその年における支出の状況が記

載 され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳
戸

簿を備 えていた。

" (3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規 定す る事項 につい て、法第12条

第1項 に規定す る収支報告書 は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収

書等を徴 し難かった支出の明細書に基づいて支出の状況が表示されて

い た 。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規 定す る事 項 につ いて、領 収書等 を

○ 徴 し難かった支出の明細書は、会計帳簿に基づいて記載 されていた。

し

,姿

振込明細書に係る支出目的書は存在 しなかった。

3 業務制限

徳恵会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規 定 に違反す る

事実はない。また、徳恵会と政治資金監査の業務を補助 した使用人そ

の他の従業者 との間においても、同様である。
、

以 上

○

A,

顎

一 　 一


